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1 . はじめに

自主的，実践的な集団活動の充実を図る学級づくり

ーリーダーシップ・フォロワーシップの育成を通して一

Designing Classes to Enrich Voluntary and Practical Group Activities: 

Focused on Nurturing the Leadership and Follow-up Ship 

平良学

Manabu TAIRA 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻・金武町立嘉芸小学校

生産年齢人口の減少や人工知能(AI)の飛躍的な進化，グローバル化がさらに進み， Society5.0と呼ば

れる「超スマート社会」が到来するといわれている。これを合田 (2018)は「自分の頭で考えて表現する

カ，対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力が人間としての強み

である」と主張し歓迎している。また，浅野(2018)は「人間に求められる能力は，単純作業ではなく，

課題を発見し，解決していく創造性に変わっている」と述べ，このことから，私は「超スマート社会」

では AIで補えない対話や協働を通して社会を創造していく能力が必要になると受け止めている。

超スマート社会の到来を見据えた文部科学省 (2017)は，「社会の変化に向き合うこと」や「他者と協

働し課題解決することのできる能力を育成すること」と学習指導要領改訂において述べ，特別活動の目

標も「集団や社会の形成者としての見方 ・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り組

み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して，資質 ・能

力を育成すること」と改められている。杉田 (2017)は「特別活動固有の見方 ・考え方で集団や社会にお

ける問題を捉え，より良い人間関係形成 ・社会参画 ・自己実現に結びつけることができる」と述べ，予

測困難な社会の変化に対応する力を育成するために，特別活動の充実を図ることは今後重要になると指

摘している。他者と関わり合い，集団や社会における課題を解決する力を身につけられるように，特別

活動を軸に集団活動の充実を図ることは，今後の軍要な課題であるといえる。

沖縄県においては「貧困」から生まれる課題が山積し，困難な状況の中で日々の生活を送っている子

ども達が多数いる。さらに，インクルーシブ教育が推進される中で，特別支援学級数の急激な増加によ

り， 2010年度 272名だった在籍数が， 2019年度では 3389名と約 12倍に急増している（『沖縄タイム

ス』.2020.8.21)。これは，特別支援教育への理解が高まっている成果だといえる。 一方で，藤原(2017)

は，「貧困状況にある子，発達障害を抱えている子などに教師は共感することが大切です。彼／彼女らの

排除ではなく，教室に居場所を確保し，学び合うことが今の重要な実践課題になっている」と，学力向

上対策の過熱による子ども達の排除を危惧している。支援が必要な子に，必要な学習の場を提供すると

同時に，多様なニーズを求める子ども達が学級の集団活動の場で共に学び合うことのできる指導の在り

方も問う必要がある。

これまでの私の実践は，集団活動や話し合い活動，集団や自己の生活上の課題解決といった活動は取

り組んでいたものの，「自主性」や「多様なニーズに応える」という点については意識が弱かった。そ

のため本実践を通して，誰もが集団活動において互いのよさや可能性を発揮するためにはどのように働

きかけたらよいか，自主的，実践的に集団活動に参加し，課題を解決する力を育成するためにはどうあ



− 114 −

課題研究最終報告

るべきかをテーマとし，解決する方法として，年間を通して集団活動を設定し，話し合い活動の充実を

図り，リーダーやフォロワーの指導を行なっていくことにより，学級集団は変容すると仮説を立て，取

り組むことにした。

2. 研究の目的

年間を通して 自主的，実践的な集団活動に取り組み，見通しをもってリーダーシップやフォロワーシ

ップの育成を図ることで，子ども達が課題を発見し解決することのできる学級づくりを目指す。

3 研究の方法

本研究では， (I)年間実践計画（表 I)の設定 (2)多様な集団生活の場 (3)リーダーシップ ・フォロワー

シップの育成 (4)話し合い活動の充実 に重点を置き，児童の変容を子どもの発言や子ども相互の振り

返りシート，教師の経過分析からみとり，まとめるものである。

(1) 年間実践計画 （表 1)の設定

大和久 ・丹野(2014)は集団活動において，「ねらいを持って， 意圏的計画的な展開を組むことによっ

て学級集団は育っていく 」と計画の重要性を述べている，この点を参考に，本研究を遂行するにあたり

年度当初に年間実践計画予定（表 I)を設定し，本計画とリーダー指導の（表 2)と照らして学級づくりを

進めることにした。

表 1 年間実践計画の一部

学期 ］学期 2学期

指蒋の留意点 原案づくりや当番活動などの取り組み方を教師主埠で，丁寧に指導する。 次第に教師主禅から子ども主禅へ移行していく 。フォロワーの育成に力点を骰く 。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

全校行市
新任式始業式入予式 l年

交通安全指存
教古相萩 プー9吋がき 平和集 非行防止教奎終業

始業式 痙動会紬習 速動会教育相談
学習発表会赤い羽

終業式庄を迎える会 象底訪問 全避鯉ii棟スポデ 式夏休み 根蘇金避難訓紬

学年行事 学カテスト 辿足 職場体験マナー講座
職垢体験運動会係 老人施設交流 ・薬物 海外交流会 修学旅行れ明会

修学旅行大掃除
結成 乱用防止教室 実カテスト

学級行事
学級開き 学級目標の掲示物を プール消掃

1学期まとめの会
変休み発表会学習

アルバム撮影
学級懇談会 作ろう PTAノくレー 発表会実行委只結成

健康体育
身体9ヤ測歯科隧診視力檸

尿検査 内科健診 プラッシング指瑞診耳鼻科健診

伴級集団づくりの兄通 し（目標） 班編成の方法 班長編成の方法 学級リーダー会の指存 班長会の指尊 班編成の方法 班長編成の方法 学級リーダー会の指存 班長会の指尊

---~ 'エンテシ•ン＋詑
学綾目標を決めよう 1年生を

イペントの企画原案作り 朦題
1学期まとめの会 班づくり

学活
食清婦係決め）学屯オリエン乎- と向き合おう 班づくりR 班づくり⑤ アンケート 運動会づくり 学習発表会づくり 修学旅行づくり 2学期まとめの会
シ•ン（視宴を集める） 原宴指導 還 迎える会原案摺導

アンケート
④ アンケート

実行委員会 遠足 1年生を迎える会
1学期盛り上げよう

まとめの会 エイサー実行委員会
学習発表会実行委只

修学旅行実行委員会 まとめの会実行委員
会学級目標作成 会

給食 当番を決めよう 当番を決めよう

班

活
掃除

勁
当番を決めよう 当番を決めよう

＾ 係 当番を決めよう 係を決めよう 当番 係を決めよう
1 

ケ
戸よ員うがと班堤や案ペアで考えを亮言し 全員が授業で意見を

月 学習面
発表しようと提案

班が授業を受け持つ

~ 

週 1回班で遊ぶを提 週1回1つ以上の班で
遊び

案 遊ぶを提案

学級内クラブ
サークル活動を＃ 学級でイベントを行 学習発表会との関わ 修学旅行との関わり

入 援 助 す る えないか働きける りをもっ を持つ

子どもの様子
班ノート 実践記録を

教育相談 アンケート 教育相談 アンケート
通年災施アンケート

(2)多様な集団活動の場

大和久 ・丹野(2014)は「班活動や学級内クラブ，実行委員会などの多様な集団活動を通して，子ども

の居場所づくりや出番づくりを行い，個人と他者との関係，あり方を学ばせることができる」と集団活

動のよさに目を向けている。楠 (2012)は「学級内クラブなどの活動は，発達に課題を抱えた子どもが意
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見を表明できる場としても有効である」と述べ，子どもの特性に応じて多様な集団活動の場を設けるこ

とは，居場所づくりにも有効であり，多様なニーズを求める子ども達が共に学ぶことのできる手立てと

して必要であるとしている。

(3)リーダーシップ・フォロワーシップの育成

リーダーシップとは，自らが集団の先頭に立ち，学級全体または小集団を指導できるような力であり，

フォロワーシップとは，リーダーを支える力のことである。大西(1990)は「生徒たちが集団としての行

動を自分で起こすためには，その先頭になって，まず動き出し，叫び出すような生徒が必要である」と

述べている。このことから私は，自主的，実践的な集団活動の充実を図るためには，リーダーシップの

育成が必要不可欠であると捉え，さらにリーダーシップ育成のステップとして，フォロワーシップの育

成も欠かせないと考えた。照本(2015)は「リーダーを育てることは，フォロワーを育てること」と指摘

する。そこで， リーダー指導の段階（表 2)を「よりあい期」「自治への移行期」「自治への確立期」「自

治の発展期」の四段階（大和久 ・丹野， 2014)に分け，表 1のように多様な集団活動のデザインを自分な

りにつくった。

表 2 リーダー指導の段階

月 4月 I 5月 I 6月 I 7月 8月 I 9月 I 10月 II月 I 12月 II 1月 2月 I 3月

リーダー指森の段階
よりあい栂I 自治への移行期 自治への確立期 自治の発展期

何よりも班長やリーダーの「やる気」が大事な時期 仕事の困難さ 大切さの自兌 リーダー機関の確立 リーダー経験者のフォロワーシップ

指 第一段階 班やグループを代表して発表したり ，Bl グループの先頭に立って行動したりできる。 斑やグループの人を動かすことができる。
学級分折ができ リーダー機関で学級の活動内容と指i!I内容を考 リーダー経験を持つ者達は Bl長やリー

える ことができる。 ダーを支える ことができる。

消
の

第二段階 簡単な仕事の仕方，会議の仕方，決まったことの実行の仕方の基本を党える。 仕事を具休的に分担し，仕市の結果を上手に評価できる。
自分のmだけではなく ，1也のijj グループや学級全体を指沸でき リーダー経験を持つ者達は，リーダー会に

順 るようになる。 対して必要な協力をすることができる。

序

性 第三段階
班やグループの利益に敏感で，斑 グループのメンパーの不利益に黙ってはいない。ま 班やグループの利益だけでなく ，学級全体のことを考えることが

次の班長を自分から作り出すことができる。
リーダー経験を持つ者達は，全校，家庭，

た，斑やグループの名守を守るうとする。 できる。 地域の取り組みに進んで参加できる。

留意点 リーダーの予想と発見をすすめる 班がえ 班長選挙などを通して リーダーの改廃をすすめる。
リーダーの中心となる子たちへの個別的接近 liilil目 対話）を強 リーダー経験を持つ者たちと新しいリーダーた

める。 ちとの リ-ダ-サークルを形成する

班長選出と班編成 教師が班をつくる。班長は班1勺互選． 班長が班をつくる。班長は立候補 椎窮で選出。
班長が班をつくるかij!長会がij!をつくるか。 班長は立候袖なの中 班長会が班をつくる。 ij!長は立保補なの中

から選出． から選出。

班づくりのポイント
生活目標の取り糾み，係 当番， 学習，遊び文化活動など， ij!を中心とした取り組み 学級の疏ーU捻や共に進める学級活動や文化活動を目指した班相 問胎£'1'1集団の活動を発展させたり取り糾み頷域の拡大を進め 全校や学年，家庭，地域への敗り糾みを恒

を重視する。 互や学級全体への共同への転換していく 。 たりする巾で，学級の活動内宕を発展させていく。 常的に連めていく 。

(4)話し合い活動の充実

子どもたちの関わり合いが増えることでトラプルも予想される。竹内 (2016)は「ケンカ ・ロ論 ・相談・

話し合い ・討論へと発展させる中で，遊びと『自治』のルールをつくりだし，子どもの自由と平等を保

障する自治的な集団を構築していく」と， トラブルを歓迎し自治的集団づくりにおける話し合い活動の

菫要性を強調している。私はトラブルを負

の出来事ととらえてきたが，必然的な話し

合いの場と考え，積極的にトラブルを待ち，

年間を通して話し合い活動の充実を図るこ

ととした。

3 研究の実際

(1) 研究の対象及び実施期間

公立小学校 6学年児童 29名（男子 17名，

女子 12名）を対象にする。実施期間は， 2020

年 5月から 11月にかけて実施する。

(2) 学級の実態 (6月）

本校では，年に 2回(6月と 10月），学級 図 1 6月 1日に実施したアンケートより
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の実態を把握するため，アセスを行なっている。アセスは，「個人と環境との主観的な関係」をデータ

で表すことができ，その指標から 「本人が感じている SOSの度合い」を測り，教師の観察やそのデータ

と照らし合わせることで，より的確な支援を構築していくために用いられる（栗原 • 井上， 2010)。

6月 1日に実施したアセスの学級分布表からは，要学習支援領域に属する子が数名いることが分かっ

た。また，学級全体的に見ても学習意欲に課題が見られることが分かった。さらに要対人支援領域に入

る子はいないが，その境界線に近い子も数名いることが分かった。

5月 21 日には，学級内の子どもの関わり合いの程度を図るためアンケートを実施した。その質間項

目「誰とよく遊びますか。名前とその人の良いところを教えてください」についてまとめたのが図 1で

ある。この図にある矢印は，一方向のみの関わり合いを，点線は双方向の関わりを示している。この図

から，仲間との関わりをあまり感じていない子がいることや，一方向のみの関わりが多いということが

読み取れる。

(3) 6月から 11月にかけて取り組んだ集団活動

① まずやる気 1年生をむかえる会の実行委員会 (6月）

1年生を迎える会実行委員会では， 4名が立候補した。本実行委員会では①出し物についてのアンケ

ート をすること②アンケートをもとに学級会を提案すること③出し物決定後，出し物の構成を考えるこ

と④練習中にみんなをまとめたり，指示を出したりすることなどの活動を行なった。 4名の実行委員は

2遇間という短い期間で意欲的に忙しく活動し，最後まで粘り強く取り組んだ。 1年生をむかえる会終

了後，実行委員に感想を書いてもらった。

◆今回初めての実行委員会をやってみて，一①丑んなが文包＿を言っ叉き迄り，一年生にアンケートを取ってきたり，大変だったけ

ど， リーダーシップを大きく育てるごとができたと思います。（中略） 一②旦分だ衷往委員会＿じ翌な巳時信'--反省生活かし'IJ―-前向

きな意見を出＿し:tこりーーしt旦‘＿交尤＿＿
◆（前略）だけど，メンバーが Aさんと， Bさんと， Cさんと，僕だったんで，楽しかったです。そして， リーダーは，とっても大変

だなと思いました。だから，図全度空委寒往委員力澄翌汀ここ＿とは,__全丸委翌ゑえと思立‘＿まi"_o__ 

下線①からは，リーダーとして活動することに対してのやりにくさがうかがえる。実際，実行委員が

まとめようとすることに，文句を言 う子がいたり，みんなが決めたこととは違うことをやろうとしたり

する子がいた。このことから本活動では，リーダーを支えるフォロワーの存在が少なかったことが考え

られると共に，黙っていないフォロワーが存在していることを示している。下線②や③からは，リーダ

ーを経験し，どのようなフォロワーの存在が重要か，フォロワーの在り方を振り返っていることがわか

る。このことは，リーダーとフォロワーが相互に関係していることを示している。集団としてはリーダ

ーに不満は言えるが，その表現の仕方は否定的な不満という形で表出されていた。この点から否定的な

言動を要求に変えることをフォロワーに指導すればよいのではないかと考えた。

② リーダーの変容， 1学期を盛り上げよう実行委員会 (7月）

1学期を盛り上げよう会実行委員会では， 5名が立候補した。本活動では「やる気」を大切にしなが

らもリーダーとして役割の指導を進めることを意識していく。盛り上げよう会の内容を決める学級会で

は I野球」か「バレー」で意見が分かれ，最終的に多数決で決めることになった。

◆ぼくは今日，おたのしみ会で，けいかくした，野球を，やりました。みんな楽しそうにやってほしいとぼくは前日に思いました。

①野球を舟＿り_f:こ＿くな窒歪＿うな_A差抄'.~ましな9__中にはとっても楽しそうな人も，いっぱいいて，ぼくもたのしかったです。③時間企

なふ丈恥ゑ＆なム亙＿ゞ 図＿きなふご＿力＿、む＿いゑ＿う翌＿し＿如＿ ＿ だけど，図_]::;I _亡＿令＿乞 ＿イ-~-に＿ぢ-~:迄虹夜A~,__ Y:: 又免甕て！どを旦＿回翌＿り＿圭＿し＿

尽， ―-そ＿こ翌＿信＿じ使＿う哀＿＆生な夜立さ— _!y_ 立Sーーし＿ご＿し(:!; 豆‘一人ぷ＿し— :t; こ見ど翌＿つ＿＿文いる人尽＿と_2_ごふ迄夜＿し＿そ＿う＿な顔雰＿し＿尽，＿またこうやって
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時間をつくつて，みんなで，やりたいです。そのために次の実行委員会にがんばってもらいたいです。

◆今日， 4 校時に一学期を盛り上げよう会（野球）をしました。 ④4回裏忠交交きだ旦ど打＿？ことが＿交きなか＿っ］こ人が＿し—:f;こ竺交2時間

ーと＿ゑな＿星翌り_t誌‘翌＿む＿＿後，ライン引きを朝にできなかったので決まりをきちんと守り，朝で引くようにしたいです。RJ:'.も＿，-＿感

想発表望,__p窒＿んが＿＿＿「最籾甚野球信嫌tこ~t_;旦ど，＿＿寒＿さ_yー、ーに1'_つーなら楽＿しか＿っE」ーーーとy_ど？＿ごいて:,__それ窒間い迄時ば＿＜＿性が_ly_嬰`一つ

一了ふ杞？怠＿＿点嬰＿しー：ま ＿し~tこ:;,__そして，＠時＿間＿佗問題＿望打＿ご＿な襄ご索Aぷ＿し_:食＿夜雲_I-:_リ＿二合＿乞j_仝に,f_之＿吃委ーニ化を＿しま＿＿し_t五_-:tゑ

ーと'.'--打＿宮なか2}こ―~-さ＿んは楽＿し_/-y_—望い［この翌よか'.?lこ＿望す:q (後略）

前回は，リーダーにフォロワーが不満という否定的な態度をとっていたが，今回はリーダーが野球を

提案してきたのに対し，フォロワーからバレーボールという修正案が出された。不満が要求になったの

である。しかし，決める際に多数決にしたため実行の過程において一部の子に感情的なしこりが残った

（下線①参照）。これは課題である。実際に大会を通して，感想にあるように時間の都合上バッターをす

ることのできなかった子に対して目が向けられていることがわかる（下線②④参照）。そのため，実行委

員会の自主的な提案で， ドリームタイム （昼に確保されている 30分間の休み時間のこと）に希望者で，

ドッジボールをするということになった。これは，リーダーがフォロワーを意識し，みんなが満足でき

るよう配慮したからであり，その結果，話し合い時に不満をもっていた子も楽しく活動することができ

た（下線③⑥参照）。また，参加の様子やコメントを聞いて，やりがいを感じたことなどは，リーダーと

しての役割を自覚したといえよう（下線⑤参照）。このような経験を通してリーダーの役割をまとめ，会

を閉じた。

③ 多様な出会い，班づくり (10月）

班活動では，学習での教え合い，給食当番，当番活動（学級を運営していく上で必要な役割を分担し，

個人に割り当てた活動），清掃活動，班ノート（班員でまわすノートを 1冊作り，その日にあった出来事

などを日記のように書いていく取り組み）の 5つの活動を実施した。本学級は 10月までの 5ヶ月で 4回

の班づくりを行なっている。その中から， 9月班のふりかえり（表 3)を以下にまとめた。

表3 9月班のふりかえり

9月班のよかったところ
．係の仕事を分担してできた。 3名 • 朝の会のゲームなどとかが楽しくできた。 3名

・男女混合だったからよかった。..2名

．算数の問題などみんなで協力して取り組むごとができた。..3名

• みんなで何かあっても協力や助け合いをすることができた。..8名

・話し合いの活動で，みんなで集まって話し合いを淮められた。...5名

• あまりおしゃべりがなかった。 ・リーダーシップがあった。 ・やさしい。真剣に取り組めていた。
・先生のところに集まるとき，みんな早く集まっていた。

9月班の改善点
授業の規律に関して 学習について
• うるさい..8名 • おしゃべりが多かった...6名 ・勉強を教え合う。 • 発表を多くする。
・ふざけていた・・ 2名 ・真剣に取り組む。 ．勉強が分からな過ぎた。教えきれる人がいない。

リーダーとフォロワーについて その他
・協力出来ていなかった。3名 ・掃除の時間を守ることができなかったこと。
• あまり仕切っていなかった。 ．班活動であまりスムーズにできなかった。
• もっと早く行動すること。

「9月班のよかったところ」には，仲間と協力したり助け合ったりすることで充実した班活動が展開

されていたことが書かれていた。しかし，「勉強がわからなすぎた。教えてくれる人がいない。」などの

意見もあったことから， 10月の班づくりでは，教え合いが充実するような班づくりをテーマに，班長た

ちの話し合いにおいて，どのようにすれば学習ができる班になるのか，また声かけが必要な子を誰と一

緒の班にしたら学習に参加できるかなど，学級の人間関係を見合い，学級全体のことを考えながら班づ
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くりを行うことに時間をかけた。このような班長との話し合いの中で，子どもたちが他の子をどのよう

に見ているのか，意見を交換することで新たな見方ができた。

④双方の考えを大切することのできた学習発表会実行委員会 (11月）

10月 22日，学習発表会実行委員 4名が立候補した。その後，実行委員会が原案を作成し，「学習発表

会の内容を決めよう」を議題に第 22回学級会（表4参照）を実施した。事前に行ったアンケートでは，

学級の過半数以上が「劇に関する内容を発表したい」と意見を書いていたことから，リーダーがその意

見に沿って案をまとめ，提案したことからもめることなく学級会が進むと予想していた。

しかし，多くの子どもたちが「六年生の一日」を表現することに賛成していることに対し， Gさんが

「歴史の劇をやりたい」と譲らない場面が出てきた。これは， 7月学級会の再現になるのではないかと

はらはらした。まず互いの意見に対して，どうしてその劇をやりたいのか質問する場が設けられた。学

級会でこれまで経験した場面である。しかし，本学級はなかなか折り合いをつけることができなかった。

双方が意見を述べ対立する時間が続いた。意見が出し尽くした頃，「六年生の一 日の中に，歴史の劇を

入れたらいい」という新たな案が Hさんから出された。この案に対して，多くの子どもたちから「なる

ほど」と声が漏れ，拍手が沸き起こった。 Gさんに対して意見を聞くと，快く承諾した。

話し合いを通して，自己主張ができる所まではできたが，自分と異なる意見を受け入れることは， 7

月の学級会ではできなかった。それが今回は，他者の意見を取り入れ，ひとつの案としてまとめること

ができた。これは話し合うということは，考えの異なる異質な他者に出会うことであるということを感

じてきた子どもが，考えが違っても自分と同じようにやりたいことを実現したいという気持ちは共通し

ているので，それを尊重したのではないかと考えた。

テーマが決定すると，劇の役割分担を行い，シナリオを読みながら練習を開始した。原稿を読むだけ

なのに，一生懸命取り組まない子がいて，なかなかスムーズに進まない。班で活動する場面においても

互いに協力し合い，準備しようとする子と，どうしてもふざけてしまう子がいる。時折「ちゃんとやっ

て！」と班長からも声が上がっている。リーダーシップを発揮しようとする者と，それを拒もうとする

姿が見られる。学習発表会の当日を迎えるまで，このような場面が多くみられた。しかし，何度も繰り

返し発表の日にちが近づくにつれ，活動する様子や劇の進行もスムーズになり，次第に子ども達の様子

も引き締まっていった。学習発表会終了後，実行委員に感想を書いてもらった。

◆クラス全員の意見もしつかりと取り入れて台本を仕上げないといけないので，少し大変さを感じたけれど，良い台本を最後に完成

させることができたので，辺主ごべ＿達成感を感じゑことが_};きまし_t玉＿＿

◆実行委員は，少し大変だったけれど，挑戦してみて良かったと思いました。なぜなら，実行委員をやってみて，②夏任の重太塁生

改め＿ご感じられ迄ことと,__少しでも学習発表会を実行するための力になることができたと思うからです。この経験を生かして，

色々なことに，これからも挑戦していけるようにがんばります。

◆私は，初めて実行委員をして，「実行委員は大変だな」と息いました。なぜなら，みんなの意見を聞いて，それをまとめて発表を

するのでちょっと大変だと思いました。＠丈＿も，＿＿＿それを＿自袋はや2ーていゑの翌1.およ？ーーと＿丈ごいと思いまし尽Q__それでも少しいや

なところがありました。ドリームタイムに遊びたいけど我慢して，それを何回も繰り返すのは正直いやでした。でも如丑位食四投

に立ご立し'--自分のためにもなるので最後まであきらめないでよかったです。

下線①③からは実行委員に対するやりがいと，活動したことによる自己肯定感の高まりが感じられる。

下線②④からは，他者を意識し何かの役に立つことができるよう，努力しようと活動した様子がうかが

える。リーダー指導の段階（表 2)と本感想を照らすと，「自治への移行期」にあたる子どもの意識が芽

生えているのではないかと捉えた。本活動を通して，自分たちが自主的に活動する困難さと大切さを自

覚することができたのではないだろうか。
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4. 成果と課題

これまでに取り組んだ集団活動をまとめると以下のようになる。誰もが学級において互いのよさや

可能性を発揮し，自主的，実践的に集団活動に参加し，課題を解決する力を育成するため，本実践を進

めてきた。当初予定していた年間実践計画（表 1)は新型コロナ対策の休校措置の影轡により，順調に進

めることはできなかったが，年間を通して様々な集団活動（表 4)を実践することで，話し合い活動の充

表 4 取り組んだ集団活動

学期 取り組み 取り組み ①話し合いのきっかけ ②決まったこと ③取り組みの内容 ④子 どもの様子

朝の自主活動
④去7月10日， 学級のほとんどの子どもたちが朝8時には担当する掃除場所や委員会活動に参加することがで

てい考る

学習の教え合い
④班で えを交流したり，教え合ったりすることが好きなようである。 グループ活動の手順を教えてい

給食当番
④初めての）沿替え以降，当番活動は順調にすすでいる。班内で上手に役割分担をし，各活動を行なってい

班活動
るようだ。例えば， 1年生の掃除分担の人数を状況に応じて変更したり，負担が大きい掃除場所には多め

活掃当番
に人を配1位したりするなど， 工夫して取り組んでいる。課題は，時間にルーズな而である。見通しをもっ

当番活動 て活動できるよう，班長に声かけを行なっていく 。

班ノ ー ト ③その子の趣味や家での過ごし方など，自由に記述させたり ，時にはテーマを決めて記入させている。

第1回 転入生の歓迎会を しよう ④班5月21日にゞり実を施見（一せ校る時） 。プログフムの確認後， 自己紹介やゲームなどをして過ごす。似頻絵大会で各
盛り上カ

第2回 係 ・当番を決めよう ④係や当番を決めるのに， 2時間使ってしまった。次回は，決め方を簡取にする必要がある。

第3回 いつ体育着に着替えるか
①体育着に着朴える時間が曖昧だったため，体育に遅れる子がちらほら。そのため時間を決めることに

なった

第4回 移動教室の際は，誰がどう並べるか。 ② 2名の子が立候補し，移動教室の際に並べてくれる役となった。

第5回 いつ体育沿に行替えるか② I①渥曜刻が日滅にるよっては体育着に着替えられる 時問が限 られる。そこて耀日ごとの時問を決めることに。以後，

第6回
水曜 日，木耀 日はいつ帰りの支戻 をす

② 5 ・6校時の合問に準備をすることになった。
るか^

第7回 みんなで共有する物の扱い方の約束
①梅雨時期のため， トフンプや将棋などのおもち ゃを貸 し出す。その際，みんなで使うための約束事を決

第8回 1年生を迎える 会の出し物を決めよう
ユ②一番希望が多かったのは「つなひき」だったが，コロナ対策により 3密を防ぐ必要があるため， 「ダン

ス l _雨とが.った

第9回 ピンポン球の迷惑にな らな い使い方
①枷 で外で逝べないこともあり，教室で範囲を決めてヒ ン゚ポン球を捉仇。②迷惑にならないように使う

呂子 学級会
ように約束を確認

期 第10回 ピンポン球を使う範囲を広げたい ②ヒ°ンポン球の使える範囲を拡大。

第11回 PCをみんなで共有するための約束 |①す休みこ時と間を決にPCを独り占めにしている状態だったため②ホワイトボードに名前を凸いて順番で使うように
る めス

第12回
給食から掃除までスムーズに流れるた

①時間に間に合わなかった②給食の準備を15分以内を目指す。
めに

第1:i回 ダンスの途中で一年生を巻き込むか ①で迎ダえるス会左練す習中。一部の男子だけで盛り上がっていた。緊急、の話し合いの結果。②みんな（一年生含む）

ン ることに

第14回 係 ・当番を決め よう② ④今回は， 1時問で各班の係が決定した。 あらか じめ組み合わせを考えていたことがよかったのだろう 。

第15回 PCの使い方 ②使用する前に担任の許可を得ること ・学校で見てもいいものを視聴すること 。

第16回 1学期 を盛り上げるために
④学級会では課，顆バレーかバスケで分かれた。話し合いに折 り合いがつかず，多数決て野珠となった。折り

巨②いは今後の

第17回 授業の約束 -メ/リ自そしう（メろリハを褒リを付る）けて黙想する） ・わーばいさんけー（授業中に関係のないことはしない）③良っ
共 いとこ め

第18回 緊急に用があヽ 時っのてi 
描立が進められなし 過ご卜し方

②静かに忍＇じ四をして待っ。

1年生を迎える 会 戸'"諒習中． 一部だけで盛り上がらうとする数名の男子。 周りからは「ちゃんとやってほしい）の,,。訟時

実行
1学期を盛り上げよう 会

員会の一人がみんなでドッジボールをしようと提案した。そのドッジボールに20名程展

委員会

学級個人目標作成
級個人目椋を作成する。イフストクフプの中から， 5名が立候祉i。アンケー トをとりデ

した

学級内
イラス ト ③牢右学3級さのイフス トを描がく結こ成とが好きな子 どもたちを中心に結成している。 この中から「学級個人目標作成

口l のメンバ
クラブ

スポーツ ① 「1学期を盛り上げよう会」の結成をきっかけに，結成された。

学級 レク 16種類のアイスプレイクを実施 ①学級の硬さをほぐすため，実施している 。

班活動 • 朝油温の 出目来王活動 ・字当番習の教え合い ・給班役ノ 当番
． ． ． ート

③ 1学期の取り組みを継続して取り組んだ。

第19回 痙動会のスローガンを決めよう① ①代表委員会に提案する痙動会のスローガンを決める必要があった。

第20回 運動会のスロ ーガンを決めよう② ④6年生で汀割小れ学る校n生活最後の迎動会であるため， スロ ーガ ンに 「最後」 という 言菜を入れるか入れないか

学級会 で点見力

第21回 迎動会のスローガンを決めよう③ ②スローガンの決定
子呂

期 第22回 学習発表会の内容を決めよう 。 ①学習発表会での6年生の内容を話し合う 。

実行
述動会エイサー ④ 3名（女子）が立候補。練習中の声かけや司会進行などの仕事を行う 。

委員会
学習発表会

④ 4名（女子）が立候補。学習発表会の 内容についてみんなの意見を北約し，台本 を作るなどの仕事を行

なった

学級レク 6種如のアイスプレイクを実施 今年度終了まで，合計30のアイスプレイクを実施 したい。
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実を図れたことや子ども達に役割と

他者の反応を意識することが教えら

れたことは大きな成果である。

特にリーダーの指導では，やる気

から始まり，集団の要求を受け提案

を柔軟に修正する力をつけることに

よって， リーダーとしての役割を自

分から発見することができた。フォ

ロワーは，まず不満を言い合い，その

否定的な態度を肯定的な要求として

言語化し，対案として論議すること

を指導することが学級を高める上で

重要であることがわかった。このよ

うに一連の集団活動を年間計画に沿
図 2 11月 30日に実施したアンケートより

って展開したことで，集団の関係図は相互の行き来が 2倍近く増え，コミュニケーション能力が増し，

個々の人間関係能力を高めたと考える（図 2参照）。

一方課題としては，先に述べたことを年間計画に指導の見通し，過程として付け加え指導の構想とし

て持つことである。また，今年はコロナウイルスの関係で，学校生活が中断されたこともあるが，取り

組みが連続できず，多くの子どもたちを実行委員やリーダーとして活躍させられなかったことである。

子どもたちがこのような経験を積むことで自 主的に集団活動を生み，フォロワーとしての在り方にも目

を向けるのではないかと考えるが，そのような記述は見られなかった。今年度はリーダーの側から視点

が中心であったが，この研究を継続し，フォローの側からの子どもたちの声にも着目したい。そのため，

フォロワー育成についてどのように教師が指導する必要があるかなどを課題として捉え，次なる実践と

したい。
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